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1.留学生との交流が多く、直に文化を学べる

2.海外留学・研修制度が充実している

3.学科の先生が優しい・親身・距離感が近い

4.英語以外の言語や多様な地域の文化が学べ
る

5.英語開講の授業が多い、授業でグループ
ワークが多い

6.学食が美味しい、構内がキレイ、学習スペー
スがある

Ⅰ 学科在学生に聞いてみました！
この大学・学科の良いところ

学びたければ学べる環境 3



•学科のコンセプト、カリキュラム

•教員紹介

Ⅱ 学科の概要
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学科のカリュラムマップ学科のコンセプト
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学科のカリキュラムマップ（2024年度のもの）
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カリキュラムの概要①

1年次は英語に加え、ドイツ語・フランス語・中国語から１言語
を選択し学びます（留学生の場合は英語と日本語を学びます）。

２年次以降は専門領域を学びます。ゼミでは世界の、そして日
本の言語・文化・コミュニケーションについての理解をさらに
深め、４年次には学びの集大成として卒業論文を執筆します。

1年次 2年次 3年次 4年次
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カリキュラムの概要②

1年次～4年次まで複数の言語文化や国際・地域文化、表象文
化などを幅広く学びます。

1年次 2年次 3年次 4年次
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カリキュラムの概要③

キャリアデザインのための科目や、資格取得のための科目も設
置されています。

1年次 2年次 3年次 4年次1年次 2年次 3年次 4年次1年次 2年次 3年次
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学科教員紹介
朝比奈 美知子（教授） (フランス文学文化、比較文学文化)  大学院専攻長

和泉 司 （教授） (日本近現代文学)

大野 寿子（教授） (ドイツ文学文化、伝承文学（グリム童話)

竹内美紀（准教授） （児童文学、翻訳論)

竹野谷 みゆき （教授） (社会言語学、語用論)

鷹取勇希（助教） （英語学、言語的文化的多様性、地域研究）

馬場今日子（教授） (第二言語習得) 学科長

萩原 喜昭 （教授） (電波天文学)      

平畑 奈美（教授） (日本語教育、国際人材育成論)

堀 ひかり（准教授） (視覚文化論、ジェンダー論、映像学)

上見めぐみ（講師） (TESOL)

Chu Johnny Tim（講師） (TESOL)
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•学生数の20％程度を外国人留学生で

構成 （中国、韓国、イタリア、マレーシア、

香港、ベトナム、ミャンマーからなど）

•少人数制のゼミナールにも留学生が参

加

•異文化交流の実践的空間が授業内外に

あります。

Ⅲ 学科内の異文化交流
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1. 留学プログラム

2. 奨学金制度

3. 学科の留学支援体制

4. 海外文化研修制度

Ⅳ 留学制度・海外文化研修体制の充実
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1. 東洋大学はアジア、ヨーロッパ、アフリカ、

北欧、アメリカなど世界37カ国・地域、約

200以上の大学と国際協定を締結。

2. 約1年の長期留学、語学留学、約一か月の

語学セミナーなどのオプションがある。

1. 留学プログラム①

教職を取っていると長期間留学することが難しいの
で、様々な期間・渡航先かがあって助かりました
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• 国際教育センターの「語学力向上支援プロ

ジェクト」の「留学支援LEAP」

• 課外授業として、少人数英会話、外国語資格

試験講座、1対1のライティング支援などもあ

ります。

• ↑「少人数英会話」は

2024年度より無料化！

1. 留学プログラム②
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ディーキン大学（オーストラリア）

ウィニペグ大学（カナダ）

ダブリンシティ大学（アイルランド）

トムロソ大学（ノルウェー）

カリフォルニア州立大学（アメリカ）

聖クレメント・オフリツキ・ソフィア大学（ブルガリ
ア）

ヨークセントジョン大学（フランス）

など

学科学生の留学先（2024年度帰国）
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1. 学生交換協定に基づく協定校の場合、原則

留学先の授業料は免除

2. 条件を満たせば、海外留学促進奨学金の

「グローバルリーダー型奨学金」・「トップ大

学型奨学金」を受給できる

2. 奨学金制度
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1. 留学ガイダンスの実施

学科独自の「留学の手引き」も毎年作成

（30ページ超！）

2. セメスター制の導入

3. 単位認定制度

3. 学科の留学支援体制
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1. 専任教員が企画・引率する海外文化研修も

毎年様々なものが実施されています。

2. 2023年度 ドイツ・スイス

研修旅行（学科の大野先生）→

4. 海外文化研修制度
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1年次の「入門ゼミナール」や「国際文化コミュ

ニケーション概説B」でも複数の講演会を実施

その他の学科主催の講演会など
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学科で取得可能な科目

中学校教諭一種(英語)

高等学校教諭一種(英語)

図書館司書

司書教諭

学芸員

社会教育主事(任用資格)
社会教育士

社会福祉主事(任用資格)

登録日本語教員（国家資格） →

Ⅴ 資格取得を応援

20



Ⅵ 卒業生の進路（就職状況）

1. 2023年度3月国際文化コミュニケーショ

ン学科卒業生の就職率は95.9％

2. 業種としては、情報通信業、運輸・郵便業、

生活関連サービス業、小売業、学校教育、

地方公務員など。

3. 大学院進学者も。
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Ⅶ 大学院紹介①
大学院文学研究科国際文化コミュニケーション専攻

1. 英語を中核とした「言語コミュニケーション

領域」と英・独・仏・日の「国際文化領域」の

2領域がカリキュラムの柱

2. 英語のみで修了できる「英語トラック」も開

設。国際色豊か（入学者の大多数が留学生

という年度もあります）。

3. 大学院での海外留学や、学部と大学院とで

合計２回の留学する学生も。
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Ⅶ 大学院紹介②
大学院文学研究科国際文化コミュニケーション専攻

1. 首都大学院コンソーシアム協定聴講生制度

があり、協定大学（明治大学、法政大学、共

立女子大学など）の授業を履修できます。

2. 大学院科目の先行履修制度（３年次より）

もあります。

3. 学内外の奨学金もあります。
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2023年度の行事

フランスのストラスブール大学からイレーヌ・ツァマド

ス=ジャコベルジェ教授を招待、公開研究指導会（使

用言語：英語・フランス語）を実施
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ご参加くださり
ありがとうございました
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